
12月1日(木）第975回  
     (株)ナビ 代表取締役社長 

講師：金子 祐子 氏 
テーマ：「人生を豊かにするコミュニケーションとは」 

 

一
番
多
い
質
問
は
「
何
故
、
貴
社
の
社
員 

は
あ
ん
な
に
楽
し
そ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る

の
か
」
会
社
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
自
分

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

気
付
い
た
き
っ
か
け
は
社
員
と
の
や
り
取
り

の
中
に
あ
っ
た
。
社
員
は
自
発
的
な
行
動
に

よ
り
仕
事
が
楽
し
く
な
り
、
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
部
下
の 

仕
事
ぶ
り
を
変
え
た
い
時
、
言
い
た
い
こ
と

（
理
想
）
を
言
っ
て
責
め
て
い
る
だ
け
に
な 

っ
て
い
な
い
か
。
マ
ザ
ー
ソ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ 

ン
ト
と
は
母
性
を
土
台
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
術
で
あ
り
、
社
員
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
作
り
が
目
標
。
見
守
る
事
で
信
頼
さ
れ
て 

い
る
、
傾
聴
す
る
事
で
認
め
ら
れ
て
い
る
、 

ス
ト
ロ
ー
ク
す
る
事
で
関
心
を
持
た
れ
て
い 

る
と
感
じ
る
。
非
言
語
の
部
分
を
見
直
し
、 

自
分
の
表
情
を
意
識
し
、
声
の
ト
ー
ン
に
気 

を
つ
け
る
。
自
分
の
行
動
と
未
来
は
す
ぐ
変

え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
社
員
に
安
心
を
与
え
る 

た
め
に
笑
顔
で
挨
拶
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る 

事
で
あ
る
。 
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「モーニングセミナー」でどんなことをやるの？ 
 

 ・一流講師と経営者の体験談を聞き、経営者が自らの  

生き方や会社のあり方を学べます。 
 

 ・朝方の生活を体得するとともに、会員同士の交流・情報 

交換の場として、多くの職種の方との出合いがあります。 

 

 モーニングセミナー（無料） 
 朝食会（500円） 
 毎週木曜日   
セミナー  ＡＭ6：00～7：00 

 朝食会   AM7：00～8：00 
 

 東武スカイツリーライン「草加駅」徒歩８分  

                    

                  

今年1年の締めくくりとして、会員
の皆様に感謝と慰労をかねまして 

クリスマス＆忘年会を開催致しま
した。師走のお忙しい中、40名も 

の皆様にご参加いただき、当会会
員、寿司とらさん自慢のお料理と 

サイコロゲームなどで楽しい時間 

       を共にしました。今回 

       のお土産は今年一番
ン      お世話になった方へ 

       お渡しするチョコでした。             

12月朝6時30分、まだ薄暗く寒さ厳し 

いなか、100名近くの会員さん、会員 

企業の社員さん、ご家族の皆さんに 

ご参加いただき、松並木周辺のゴミ 

や空き缶を拾う清掃活動をしました。 

清掃後、お子さんにはご褒美のお菓   

                子も渡され 

                また、参加 

                する約束も 

                してくれまし   

                た。              

12月8日(木）第976回  
     埼玉県倫理法人会 青年委員長 

講師：内海 克則 氏 
テーマ：「予祝！先にワクワクすることで人生は必ずうまくいく」 

12月15日(木）第977回  
     埼玉県倫理法人会 朝礼副委員長 

講師：荻原 悦子 氏 
テーマ：「「後継者倫理塾」での学び」 

12月22日(木）第978回  
    (一社）倫理研究所 法人アドバイザー 

講師：畔高 敦司 氏 
テーマ：「家庭の愛和が企業繁栄の基」 

 

今
か
ら
十
年
前
、
美
容
室
を
経
営
し
て
い 

た
が
倒
産
寸
前
だ
っ
た
。
あ
る
時
イ
エ
ロ
ー

ハ
ッ
ト
の
鍵
山
栄
三
郎
相
談
役
の
話
を
聞
い

て
感
銘
を
受
け
、
倫
理
法
人
会
を
紹
介
さ
れ 

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
。
草
加
の
中

村
孝
明
相
談
役
に
誘
わ
れ
入
会
し
た
。
倫
理 

指
導
を
受
け
、
奥
さ
ん
の
顔
を
見
て
話
を
聞

く
事
と
無
償
の
奉
仕
を
す
る
こ
と
で
良
く
な

る
と
指
導
さ
れ
、
朝
五
時
半
か
ら
の
歌
舞
伎

町
清
掃
に
参
加
し
た
。
一
年
掃
除
し
て
も
綺

麗
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
あ
と
二
年
は
続
け

よ
う
と
決
め
、
三
年
目
に
つ
い
に
臭
い
が
な

く
な
っ
た
。
歌
舞
伎
町
の
犯
罪
率
も
下
が
っ

て
い
っ
た
。
い
つ
の
間
に
か
自
分
も
変
わ
っ

て
い
き
、
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
態
度
が
変
わ

る
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
店
の
周
り
を 

掃
除
し
な
い
か
と
提
案
し
て
き
た
。
皆
明
る

く
な
り
売
り
上
げ
も
あ
が
っ
た
。
純
粋
倫
理

と
は
守
れ
ば
必
ず
幸
せ
に
な
る
筋
道
。
普
及 

と
は
幸
せ
に
な
る
筋
道
を
伝
え
る
事
。
と
て

も
分
り
易
い
講
話
で
あ
っ
と
言
う
間
の
四
十 

分
間
で
し
た
。 
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父
親
の
会
社
に
入
る
事
に
な
る
が
、
自
ら 

選
ん
だ
道
で
は
な
い
と
言
う
思
い
。
経
営
者 

と
し
て
厳
し
く
強
い
父
親
が
病
気
を
機
に
弱

さ
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
事
へ
の
葛

藤
。
そ
の
中
で
、
父
親
と
共
に
会
社
を
起
ち

上
げ
た
日
向
さ
ん
が
社
長
を
引
受
け
て
下
さ

り
、
後
に
倫
理
へ
と
導
い
て
下
さ
る
。
後
継

者
倫
理
塾
で
は
「
心
を
合
わ
せ
る
」
事
を
学

ぶ
。
本
気
で
取
り
組
む
と
見
え
て
く
る
、
や

り
続
け
る
事
で
気
付
い
て
行
く
。
自
分
が
恵

ま
れ
て
生
き
て
き
た
事
、
仕
事
一
筋
と
思
っ

て
い
た
父
は
何
よ
り
も
家
族
を
思
っ
て
い
た
。 

子
を
想
う
親
の
愛
情
の
深
さ
を
知
る
。
家
系

図
作
成
に
よ
り
、
今
い
る
自
分
の
存
在
の
有

り
難
さ
。
富
士
高
原
研
修
後
に
書
い
た
父
へ

の
報
告
と
お
詫
び
の
手
紙
を
読
ん
だ
後
、
素

直
に
な
れ
ず
父
を
見
送
っ
た
後
悔
は
消
え
な

い
が
、
健
在
な
母
に
「
素
直
に
な
る
事
」
を 

身
を
以
て
遺
し
て
く
れ
た
教
え
だ
と
思
う
と

笑
顔
で
力
強
く
話
し
た
。
全
て
必
要
な
経
験

で
意
味
が
あ
る
、
気
づ
く
事
の
大
切
さ
を
忘

れ
ず
に
い
た
い
。 
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今
年
草
加
に
は
三
度
招
か
れ
た
。
い

ろ
い
ろ
な
単
会
の
セ
ミ
ナ
ー
で
滝
口
長

太
郎
氏
の
話
を
し
て
い
る
。
「
打
つ
手

は
無
限
」
と
言
っ
た
長
太
郎
氏
の
お
か

げ
で
今
、
私
は
こ
う
し
て
人
様
の
前
で

話
を
し
て
い
る
。
家
庭
、
夫
婦
の
愛
和

は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
一
×
九
は
九
、
二
×
八
は
十
六
、
 

三
×
七
は
二
十
一
、
四
×
六
は
二
十
四

五
×
五
は
二
十
五
、
夫
婦
二
人
の
力
が

五
と
五
の
時
、
最
高
の
力
が
発
揮
さ
れ

る
。
常
に
無
限
大
∞
の
発
想
を
・
・
。

教
養
を
大
切
に
ま
た
、
「
今
日
、
用
」
も

大
切
に
。
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打つ手は無限 
  滝口長太郎 
 
すばらしい名画よりも 
とてもすてきな宝石よりも 
もっともっと大切なものを 
私はもっている。 
どんな時でも、どんな苦しい 
場合でも、愚痴を言わない。 
参ったと泣きを言わない。 
何か方法はないだろうか、 
何か方法はあるはずだ、 
周囲を見回してみよう。 
いろんな角度から眺めて 
みよう。必ず何とかなるもの 
である。何故なら打つ手は 
無限であるからだ。 

http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2RAyhPSeXRY51EAkAmDTwx.;_ylu=X3oDMTFyazQxb3Q5BHBhdHQDZ291cm1ldARwb3MDMQRwcm9wA3Nwb3QEcXADcWxhcwRzYwNHRUREBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=13fjo5ua6/EXP=1484129170/**http%3A//loco.yahoo.co.jp/place/g-u_b35HReUeM/photo%3Futm_source=dd_spot%26sc_e=sydd_spot_img

